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■ 景気観測

■ 個別判断項目（業種別）

　総合

　鋳造業

　機械製造業

　卸売業

　小売業

　建設業

　不動産業

　サービス業

■【特別調査】
　「中小企業におけるインターネット利用とキャッシュレスへの対応について」

■ 経営上の問題点と当面の重点経営施策

■ あおしんトピックス
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景気観測

調査目的
調査時期
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調査対象
調査回答企業数
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川口市を中心とした最近の中小・小規模企業の動向把握
2019年 3月 1日（金）～ 3月 7日（木）
2018年 10月～12月期と比較した2019年 1月～3月期の実績見込み
2019年 1月～3月期と比較した2019年4月～6月期の予想
聞き取りによるアンケート調査
当金庫お取引先企業 301企業、回答企業数 301企業（回答率 100％）
鋳造業 29、機械製造業 38、その他製造業 49、卸売業 27、小売業 40、
建設業 45、不動産業 30、サービス業 43
DI（ディフュージョン・インデックス）方法。「増加」（増加＋やや増加）
と回答した企業割合から、「減少」（減少＋やや減少）と回答した企業割合
を差し引いた指数のことで、そのどちらの企業割合が多いかによって、景
況の動きを時期的な推移の中で把握しようとするものです。
青木信用金庫 地域振興部
川口市中青木 2－13－21　TEL 048－251－7667（直通）

この調査について

もくじ  

 2018年10～12月の実質GDPは
 前期比0.3％増（年率1.4％増）

　自然災害で押し下げられた7～9月から
の反動増を主因に、個人消費は前期比
0.6％増、設備投資は2.4％増とプラスに
転じた。ただ、世界的なIT需要の減速を受
けて、輸出の戻りは弱く、輸出から輸入を
差し引いた純輸出（外需）は成長率を年率
で1.2ポイント押し下げた。

 当面の景気は踊り場局面が続こうが、
 景気回復の動きは維持

　2018年10～12月の成長率はプラスに
転じたが、景気回復をけん引してきた輸出
は減速している。良好な雇用環境を反映し
て個人消費は底堅さを維持しているもの
の、世界経済の先行き不安から投資マイン
ドは慎重化しており、当面の景気は足踏み
状態が続くとみられる。ただ、IT需要の減
速は循環的な動きにとどまる可能性が高
く、輸出は年後半にかけて持ち直そう。今
年10月以降は消費税増税が下押し要因と
なるものの、景気は回復基調を維持すると
予想される。

 実質成長率は2018年度0.5％、
 2019年度0.8％、2020年度0.4％と予測

　2018年度の実質成長率は0.5％と前
回予測（0.7％）から下方修正した。内
需は底堅く推移しているが、輸出の下振
れが成長率の押下げ要因となる。2019
年度は10月からの消費税増税がマイナ
ス要因になるものの、景気は回復基調を
維持するとの見方に変更はなく、実質成
長率は0.8％と前回予測を据え置いた。
なお、今回から予測対象とした2020年
度は、東京五輪に関連した景気押上げ効
果の一巡などが響き、実質成長率は
0.4％に鈍化すると予測した。

 物価上昇ペースの鈍化で、
 金融緩和政策は長期化の公算

　日銀は2019年1月22～23日の金融政
策決定会合で現行の金融政策を据え置い
たが、物価見通しを下方修正した。黒田
総裁は「物価安定目標の実現に向け、現
在の強力な金融緩和を粘り強く続けてい
く」と述べている。当分の間、現行の緩
和政策が継続されるとみられる。
(注)本稿は2019年2月18日時点のデータに基づき記述されている。

信金中央金庫　地域・中小企業研究所　　
角田　匠（つのだ　たくみ）

《略歴》
東京都出身、明治大学工学部卒業。1989年、山一證券入社、山一証券経済研究所・企業調査部配属。
日本経済研究センター出向、山一証券経済研究所・経済調査部（米国担当エコノミスト）復帰。
山一証券経済研究所を退職。1998 年全国信用金庫連合会（現在の信金中央金庫）へ入社。

実質成長率は2018年度0.5％､
2019年度0.8％､2020年度0.4％と予測

－輸出は減速しているが、内需主導による景気回復の動きは維持－
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　全業種の当期（1～3月期）の業況判断DIは0となり、前期
（10～12月期）と比較して6ポイントの悪化となった。「売上」
で11ポイント、「収益」で7ポイント、「資金繰り」で5ポイン
トの悪化、「販売・請負・料金価格」で3ポイント、「原材料・仕
入価格」で5ポイントの下降、「設備」で１ポイントの減少となる。
　来期（4～6月期）は、「売上」で５ポイント、「収益」で4ポ

イント、「資金繰り」で５ポイント、「設備」で２ポイントの改善、
「業況」、「販売・請負・料金価格」で横ばい、「原材料・仕入価格」
で１ポイントの上昇を予想している。
　全体的には、前期（10～ 12 月期）と比較して景況感は下降
傾向といえるが、来期は若干ながらも改善傾向を予想している。
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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　鋳造業の当期（1～ 3月期）の業況判断DI は 10となり、
前期（10～12月期）と比較して14ポイントの悪化となっ
た。「売上」で 14ポイント、「収益」で 10ポイントの悪化、
「販売・請負・料金価格」で 3ポイント、「原材料・仕入価格」
で 10 ポイントの下降、「資金繰り」で横ばい、「設備」で
4ポイントの改善となる。

　来期（4～ 6月期）は、「業況」で 14ポイント、「売上」
で 13 ポイント、「収益」で 10 ポイント、「資金繰り」で
4 ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」、「原材料・
仕入価格」で 3 ポイントの上昇、「設備」で横ばいを予想
している。
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鋳造業
CHUZOU-GYOU
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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「業況 DI」推移
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　機械製造業の当期（1～ 3 月期）の業況判断 DI は 11
となり、前期（10～ 12 月期）と比較して 13 ポイント
の悪化となった。「売上」、「収益」で５ポイント、「資金繰り」
で 6 ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で 10 ポ
イント、「原材料・仕入価格」で 15ポイントの下降、「設備」
で６ポイントの減少となる。

　来期（4～6月期）は、「業況」で５ポイントの良化、「売上」
で 13 ポイント、「収益」で 16 ポイント、「設備」で 2 ポ
イントの改善、「販売・請負・料金価格」で 8ポイント、「原
材料・仕入価格」で 7 ポイントの上昇、「資金繰り」で横
ばいを予想している。
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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　卸売業の当期（1～3月期）の業況判断DIは▲11となり、
前期（10～12月期）と比較して18ポイントの悪化となっ
た。「売上」で 41ポイント、「収益」で 29ポイント、「資
金繰り」で 12 ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」
で19ポイント、「原材料・仕入価格」で11ポイントの下降、
「設備」で７ポイントの減少となる。

　来期（4～ 6 月期）は、「業況」で 18 ポイント、「売上
で 30 ポイント、「収益」で 33 ポイント、「資金繰り」で
19 ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」で 11 ポイ
ントの上昇、「原材料・仕入価格」、「設備」で横ばいを予
想している。

8 9

卸売業
OROSHIURI -GYOU

卸
売
業

卸
売
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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2018 年 10～12 月

当期
2019 年 1～3月

来期
2019 年 4～6月

29.6 59.3 11.1

14.8 81.5 3.7

7.4 85.2 7.4
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・
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・
料
金
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格

当 期
0

（▲19）

来期予想
11

（＋11）

業況判断指数（単位:%）

前期
2018 年 10～12 月

当期
2019 年 1～3月

来期
2019 年 4～6月

33.3 55.6 11.1

14.8 81.5 3.7

14.8 81.5 3.7

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
11

（▲11）

来期予想
11
（0）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
2018 年 10～12 月

当期
2019 年 1～3月

来期
2019 年 4～6月

3.7 85.2 11.1

7.4 85.2 7.4

81.5 18.5
資
金
繰
り

当 期
▲19
（▲12）

来期予想
0

（＋19）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
2018 年 10～12 月

当期
2019 年 1～3月

来期
2019 年 4～6月

18.5 70.4 11.1

22.2 63.0 14.8

14.8 59.3 25.9業
況

当 期
▲11
（▲18）

来期予想
7

（＋18）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
2018 年 10～12 月

当期
2019 年 1～3月

来期
2019 年 4～6月

33.3 59.3 7.4

22.2 70.4 7.4

11.1 63.0 25.9売
上

当 期
▲15
（▲41）

来期予想
15

（＋30）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
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2018 年 10～12 月

当期
2019 年 1～3月

来期
2019 年 4～6月

92.4 3.83.8

92.6 7.4

92.6 7.4設
備

当 期
▲7
（▲7）

来期予想
▲7
（0）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）

 18 7
▲15 30 15
▲ 22 33 11
0 11 11
11 0 11
▲ 19 19 0
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　小売業の当期（1～3月期）の業況判断DIは▲18となり、
前期（10～ 12月期）と比較して２ポイントの改善となっ
た。「売上」で 3 ポイントの改善、「収益」で横ばい、「資
金繰り」で 5 ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」
で5ポイント、「原材料・仕入価格」で8ポイントの下降、「設
備」で 3ポイントの減少となる。

　来期（4～ 6 月期）は、「業況」で 8 ポイント、「売上」
で 10ポイント、「収益」、「資金繰り」で 7ポイントの改善、
「販売・請負・料金価格」で 3ポイント、「原材料・仕入価格」
で 13ポイントの上昇、「設備」で横ばいを予想している。
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小売業
KOURI-GYOU

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲18
（＋2）

来期予想
▲10
（＋8）
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「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

上昇 変わらず 下降

前期
2018 年 10～12 月

当期
2019 年 1～3月

来期
2019 年 4～6月

7.5 75.0 17.5

10.0 77.5 12.5

12.5 65.0 22.5収
益

当 期
▲10
（0）

来期予想
▲3
（＋7）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
2018 年 10～12 月

当期
2019 年 1～3月

来期
2019 年 4～6月

12.5 85.0 2.5

12.5 5.082.5

12.5 80.0 7.5
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・
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格
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5

（▲5）

来期予想
8

（＋3）

業況判断指数（単位:%）

前期
2018 年 10～12 月

当期
2019 年 1～3月

来期
2019 年 4～6月

17.5 77.5 5.0

20.0 77.5 2.5
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原
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料
・
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入
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格

当 期
5

（▲8）

来期予想
18

（＋13）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
2018 年 10～12 月

当期
2019 年 1～3月

来期
2019 年 4～6月

80.0 17.52.5

2.5 82.5 15.0

80.0 20.0
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繰
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▲20
（▲5）

来期予想
▲13
（＋7）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
2018 年 10～12 月

当期
2019 年 1～3月

来期
2019 年 4～6月

5.0 70.0 25.0

12.8 64.1 23.1

10.0 62.5 27.5業
況
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（＋8）

業況判断指数
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当期
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来期
2019 年 4～6月

7.5 72.5 20.0

15.0 70.0 15.0

15.0 60.0 25.0売
上
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▲10
（＋3）

来期予想
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業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
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2018 年 10～12 月

当期
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来期
2019 年 4～6月
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87.5 12.5

87.5 12.5設
備

当 期
▲13
（▲3）

来期予想
▲13
（0）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）
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　建設業の当期（1～ 3月期）の業況判断DI は▲2となり、
前期（10～ 12月期）と比較して７ポイントの悪化となっ
た。「資金繰り」で2ポイントの改善、「売上」で14ポイント、
「収益」で 8 ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」
で7ポイント、「原材料・仕入価格」で5ポイントの下降、「設
備」で 2ポイントの減少となる。

　来期（4～ 6 月期）は「業況」で 5 ポイント、「売上」
で 4 ポイント、「収益」で９ポイント、「資金繰り」で 2
ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で 6 ポイント
の下降、「原材料・仕入価格」で横ばい、「設備」で 4 ポ
イントの改善を予想している。
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建設業
KENSETSU-GYOU

建
設
業

建
設
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
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（▲7）
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▲7
（▲5）
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「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

上昇 変わらず 下降

前期
2018 年 10～12 月

当期
2019 年 1～3月

来期
2019 年 4～6月

22.2 60.0 17.8

8.9 68.9 22.2

11.1 73.3 15.6収
益

当 期
▲4
（▲8）

来期予想
▲13
（▲9）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
2018 年 10～12 月

当期
2019 年 1～3月

来期
2019 年 4～6月

15.6 6.777.7

4.4 86.7 8.9

6.7 88.9 4.4

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
2

（▲7）

来期予想
▲4
（▲6）

業況判断指数（単位:%）

前期
2018 年 10～12 月

当期
2019 年 1～3月

来期
2019 年 4～6月

20.0 77.8

15.6 82.2 2.2

2.2

15.6 82.2 2.2

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
13

（▲5）

来期予想
13
（0）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
2018 年 10～12 月

当期
2019 年 1～3月

来期
2019 年 4～6月

84.5 13.3

2.2 84.5 13.3

82.3 13.3
資
金
繰
り

当 期
▲9
（＋2）

来期予想
▲11
（▲2）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
2018 年 10～12 月

当期
2019 年 1～3月

来期
2019 年 4～6月

22.7 59.1 18.2

11.1 71.1 17.8

11.1 75.6 13.3業
況

当 期
▲2
（▲7）

来期予想
▲7
（▲5）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
2018 年 10～12 月

当期
2019 年 1～3月

来期
2019 年 4～6月

28.9 48.9 22.2

11.1 66.7 22.2

11.1 71.1 17.8売
上

当 期
▲7

（▲14）

来期予想
▲11
（▲4）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

2018 年 10～12 月

当期
2019 年 1～3月

来期
2019 年 4～6月

93.3 6.7

95.5

91.1 8.9設
備

当 期
▲9
（▲2）

来期予想
▲5
（＋4）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）
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　不動産業の当期（1～3月期）の業況判断DIは7となり、
前期（10～ 12月期）と比較して横ばいとなった。「売上」
で 17 ポイント、「収益」で 10 ポイント、「資金繰り」で
4ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で横ばい、「原
材料・仕入価格」で 4ポイントの下降となる。
　来期（4～ 6月期）は、「資金繰り」で 4ポイントの改善、

「業況」で 10ポイント、「売上」で 3ポイントの悪化、「収益」
で横ばい、「販売・請負・料金価格」で 4ポイント、「原材料・
仕入価格」で 7ポイントの下降を予想している。
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不動産業
FUDOUSAN-GYOU
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業況判断指数
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

「業況 DI」推移

上昇 変わらず 下降

前期

当期

来期

2018 年 10～12 月

2019 年 1～3月

2019 年 4～6月

2018 年 10～12 月

2019 年 1～3月

2019 年 4～6月

2018 年 10～12 月

2019 年 1～3月

2019 年 4～6月

2018 年 10～12 月

2019 年 1～3月

2019 年 4～6月
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2019 年 1～3月

2019 年 4～6月

2018 年 10～12 月

2019 年 1～3月

2019 年 4～6月

20.0 73.3 6.7

13.3 76.7 10.0

16.7 70.0 13.3収
益

当 期
3

（▲10）

来期予想
3
（0）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
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来期

10.0 86.7 3.3
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来期予想
3

（▲4）
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来期
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来期予想
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（▲7）
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7
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楽 変わらず 苦しい
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前期
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況
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良い 普通 悪い
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来期
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来期予想
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業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
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サービス業
　サービス業の当期（1～ 3 月期）の業況判断 DI は 7 と
なり、前期（10～ 12 月期）と比較して 7 ポイントの改
善となった。「売上」で10ポイント、「収益」で11ポイント、
「設備」で 4 ポイントの改善、「資金繰り」で 9 ポイント
の悪化、「販売・請負・料金価格」で 9 ポイント、「原材料・
仕入価格」で 5ポイントの上昇となる。

　来期（4～ 6月期）は「業況」で 5ポイントの良化、「資
金繰り」で14ポイントの改善、「売上」で3ポイントの悪化、
「収益」、「設備」で横ばい、「販売・請負・料金価格」、「原材料・
仕入価格」で 5ポイントの下降を予想している。
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

上昇 変わらず 下降
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益
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特別調査

中小企業におけるインターネット利用と
キャッシュレスへの対応について

経営上の問題点と当面の重点経営施策

売上の停滞・減少

同業者間の競争激化

人手不足

利幅の縮小

大手との競争激化

値下げ要請

原材料高

販売商品の不足

合理化不足

工場店舗の狭小老朽化

輸入品との競争激化
（%）

18 年 9月
18年 12月
19年 3月

問1.貴社では、事業上の情報収集・情報発信等において、パソコンやスマートフォン等でインターネットを利用して
いますか。次の①～④の中から１つ選んでお答えください。また、同様に事業上で電子メールを利用しています
か。あてはまるものを以下の⑤～⑦の中から１つ選んでお答えください。

8.6％
26.3％

20.6％
44.5％

6.6％
7.3％

6.0％

7.6％
1.3％

33.6％
5.3％

3.7％

5.3％
22.6％

①利用しており、自社ホームページも開設
②利用しているが、自社ホームページは未開設
③利用していないが、今後利用したい

④利用することは考えていない

インターネット利用

経営上の問題点集計結果（全業種） 当面の重点経営施策（全業種）

⑤利用している
⑥利用していないが、今後利用したい

⑦利用することは考えていない

電子メールの利用

問3.2019 年 10月予定の消費税率引上げにあたって、政府はキャッシュレス決済をすればポイント還元することを検
討しています。こうしたキャッシュレス決済を推進する政府の姿勢に対して、貴社ではキャッシュレスについてど
のような対応を考えていますか。以下の①～⑦のうち最も当てはまるものを１つ選んでお答えください。

問2.貴社では、インターネットバンキングを利用していますか。利用している方は、利用している主な理由を①～⑤の中から１つ
選んでお答えください。利用していない方は、利用していない主な理由を⑥～⓪の中から１つ選んでお答えください。

①夜間や休日でも利用できる
②社内全体の IT化・事務負担軽減

③残高管理が容易である
④金融機関職員から勧められた

⑤金融機関の店舗に行く必要がない

利用している

⑥金融機関職員が訪問するから不要
⑦パスワード管理等操作が面倒
⑧セキュリティに不安がある

⑨利用する機会がない
⓪インターネット利用環境がない

利用していない

問5.貴社では、取引先や顧客との決済にあたって、今後ともさらに活用していきたい、もしくは今後活用をしたいと考
えているキャッシュレス支払手段はありますか。以下の①～⑨の中から３つ以内で選んでお答えください。関心の
ない方は⓪とお答えください。

問4.貴社では、取引先や顧客との決済にあたって、現在、どのようなキャッシュレス支払手段を活用していますか。主に活用している
キャッシュレス支払手段を以下の①～⑨の中から３つ以内で選んでお答えください。活用していない方は⓪とお答えください。

35.2％
5.7％

58.1％

6.0％ 34.2％
21.9％
20.2％

1.7％
3.0％
13.0％

①既に導入している
②導入予定である

③現在、導入を検討している
④今後、導入を検討したい

⑤導入する必要がない
⑥そもそも関心がない・関係がない

⑦わからない

①クレジットカード
②デビットカード

③スマートフォンによるＱＲコード決済
④スマートフォンによるバーコード収納
⑤電子マネー（交通系・流通系）

⑥デジタル通貨（地域電子通貨・仮想通貨）
⑦プリペイドカード

⑧口座振替（自動引落）サービス
⑨電子記録債権（でんさい等）
⓪活用していない・関係ない

12.0％
1.7％
1.7％
0.3％
3.7％

0.0％
0.3％

21.6％
6.0％

66.1％

①クレジットカード
②デビットカード

③スマートフォンによるＱＲコード決済
④スマートフォンによるバーコード収納
⑤電子マネー（交通系・流通系）

⑥デジタル通貨（地域電子通貨・仮想通貨）
⑦プリペイドカード

⑧口座振替（自動引落）サービス
⑨電子記録債権（でんさい等）
⓪まったく関心がない・関係がない

11.0％
0.7％
7.0％

2.3％
4.3％

1.0％
0.3％

14.3％
8.7％

65.1％

•キャッシュレス決済に、関心がない訳ではないが、業種柄、振込・現金が大半。決済金額も多額となるため
導入予定はない。（建売業）
•顧客からクレジットカードでの支払要望も多数寄せられており、対応検討中。コストを考えたうえでＱＲ
コード決済（支払）等の導入も考えている。（化粧品製造販売）
•一般消費者への販売はなく、キャッシュレスを導入しても使用機会がない。（化学薬品製造販売）
•息子の代になれば、インターネットの利用が考えられる。（プラスチック製造）
•取引相手の個人客のほとんどが保険からの支払い。現金での取引は少額のため、キャッシュレス化の必要
はない。（介護事業）
•来店客のほとんどが長期のリピーターで、来店時や電話にて次回の予約をするため、今のところホーム
ページ開設予定はない。（理容業）

【不 動 産 業】

【製 造 業】

【サービス業】

《特別調査　調査員コメント》

0 5 10 15 20 25 30 35

販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

情報力を強化する

宣伝・広告を強化する

売れ筋商品を取扱う

品揃えを充実改善する

新製品技術を開発する

技術力を高める

提携先を見つける
（%）

18 年 9月
18年 12月
19年 3月

0 5 10 15 20 25 30 35
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』

『彩の国ビジネスアリーナ2019』開催

『新春経済セミナー』開催

　青木信用金庫では、様々な経営課題を抱え、その解決策を求める地元中小企業と、現役時代に培った高度な知
識や経験、ネットワークを中小企業の経営支援に活用したいと考える大手企業OB・OGの方々とのマッチング
事業として「新現役交流会」を開催致します。
　詳しくは、お近くの「あおしん」の支店までお気軽にお問い合わせ下さい。

『第8回新現役交流会』開催のご案内

　あおしんビジネスクラブ主催による「新春経済セミナー」を2月
8日（金）、川口駅前市民ホール「フレンディア」にて開催しました。
当金庫取引先等57名の方に参加していただき、今回は事業承継を
テーマに〈第1部〉では、（独法）中小企業基盤整備機構　事業承継
コーディネーター　富永治氏に「専門家が伝える、事業承継の成功
事例、失敗事例」を講演していただきました。
　〈第2部〉は、中小機構の専門家派遣制度を利用して事業承継計画
を策定した当金庫のお客様3名をパネリストにお迎えし、「『後継者
への引継ぎについて』～それぞれの視点から～」をテーマにパネル
ディスカッションを行いました。参加者からは、「経営者と後継者
の異なった視点での話が興味深い内容でした」、「経営者の生の声
（本音）が聞けて良かった」などの感想をいただきました。
　また、アンケート結果に基づき、個別相談を希望されたお客様に
は、外部支援機関等と連携し、対応して参ります。

〈
第
1
部
〉　

〈
第
2
部
〉　

日時 ： 8月23日（金）　会場 ： 川口駅前市民ホール「フレンディア」

　埼玉県、（公財）埼玉県産業振興公社、（公社）埼玉県情報
サービス産業協会、県内6金融機関の主催による「彩の国ビジ
ネスアリーナ2019」が、1月30日（水）・31日（木）の2日間、
「さいたまスーパーアリーナ」にて開催されました。
　今回は、「見つけよう彩新技術、つなげよう未来へ」をス
ローガンに、中小企業の受注確保・販路開拓、技術力向上等を
目的に開催され、614の企業・団体が出展し、2日間の来場者
数は17,192人を数えました。
　当金庫のお取引先も19社が出展し、その中には商談が成
立し、販路拡大につな
がったとの報告を受
けております。また、
「来年も出展したい」
との要望を多数いた
だきました。

さい しん



●営業地区及び店舗配置図（埼玉県内28市3町2郡・東京都内4区1市）
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